



















角的に収集したものであって、6 章からなっている。  






関する実態把握の 3 点を本研究の目的として明示している。  











 第 3 章では、浄水中に存在する懸濁物質のうち粒径 0.45 µm 以上の微粒子と細菌













 第 4 章では、浄水場から送配水系に対して流入する固相量を定量化するとともに、
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固相の質と量に対して浄水処理プロセスが与える影響を把握するため、浄水処理プロ
セスの異なる 2 つの浄水場で浄水中の懸濁物質濃度や懸濁態元素濃度などを測定して
いる。その結果、浄水中 SS 濃度は 10.2〜17.4 µg/L、1.5〜7.1 µg/L と定量され、浄水
場による SS 濃度の差異が処理プロセスにおける凝集・砂ろ過処理の配置によるもので
あることを指摘している。さらに、元素組成などの分析から SS 濃度に占める Al、C、
Mn の存在割合が異なることを示し、処理プロセスの違いは懸濁物質の成分にも影響を
与えることを確認している。さらに測定した SS 濃度を用いて対象とした浄水場から送



















 第 6 章は結論であり、本論文で得られた成果について要約している。  
 （続紙 ２ ） 
 






1. 浄水中に存在する粒径 0.45 µm 以上の微粒子と複数の細菌株 (Escherichia coli, 
Pseudomonas fluorescens, 水道水中従属栄養細菌の単離菌 4 種 )を対象として配
水管内面材質への初期付着特性を把握した。その結果、硬質ポリ塩化ビニルに対
して P. fluorescens はやや大きな付着性を示したものの、付着性に対する管材質の
影響は概して小さいことを明らかにした。また、6 種の細菌株の付着性は菌株によ
って大きく異なり、細胞の表面構造 (鞭毛の有無 )を要因の一つとして指摘した。  









と考えられる Fe が最大の構成元素として挙げられた。Al, Mn, Si, Ca といった元
素の蓄積も確認され、元素間の関連性の解析から浄水中の SS 由来の蓄積物が存在
することを指摘した。さらに蓄積物の各成分について蓄積量を推定するとともに、
浄水中懸濁物質に由来する蓄積量も管内単位面積あたり 0.18〜3.0 g/m2 と推定し
た。  
 本論文は、浄水中 SS による配水管内環境の形成過程とその実態を定量的に把握した
もので、人口減少社会における送配水システム再構築のための技術的枠組み整備に大き
く貢献するものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文
は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 30 年 2 月 20 日、
論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得
基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。  
 
  
